
平成２９年（2017年）６月１６日（金曜日）

●個人都民税の10%を減額し、家計にゆとりを
●中小企業の事業所税の50％を減額し、投資を
促し、雇用増や賃上げへ

●危機管理のプロフェッショナルである自衛隊
　ＯＢを危機管理監として、各自治体に常勤を
●「備蓄推進プロジェクト」で都民を啓蒙
　高齢者には「入れ歯洗浄剤」＋「歯ブラシ」も

●学童保育、放課後子供教室の充実により、
　「小１の壁」を解消し、居場所づくりを実現
●多様な教育プログラムの展開
	 →ＩＴ、グローバル、スポーツ、芸術等

●H28年度までに防犯カメラを１万台設置 実績
●オレオレ詐欺防止のための録音機を２万台設置。
設置家庭の被害は０件 実績→５万台を無償設置。

●地下調節地の整備で、ゲリラ豪雨対策を推進

●就学前教育の無償化
●都内私立小・中学校の授業料無償化
●義務教育期間の学校給食の無償化
●病児・病後児保育施設の拡充

●防災、教育、食育など、都市における農地の
　多面的機能を経済的価値は2465億円/年
●税制改正を国に粘り強く要請中
●都の独自財源で農地保全予算（８億円）を実現 実績

●行政改革を継続し都の基金（＝貯金）1.9兆円 実績
●都と区市町村の役割分担見直し
●議員報酬及び期末手当を2割削減などで、
　年間６億５千万円の経費を削減 実績

●再生可能エネルギーの利用促進ＣＯ２削減
→2030年までに30%減
●東京クールダウン計画の実行＜暑さ対策＞
　屋上緑化、壁面緑化、ドライミスト、遮熱性舗装等

●就労や世代間交流を希望する高齢者の方が
　活躍できる機会の拡大
●医工連携で、再生医療や最先端技術の活用
●認知症予防や虚弱予防（フレイル）対策の充実

●障碍者や妊産婦に移動支援タクシー券を発行
●周産期医療を拡充し、出産前後の母子を守る
●特別支援学校の通学バスに、児童生徒の絵を
　ラッピング 実績	→	更に路線を増やします !

●４年間でのべ96ヶ所の踏切を解消 実績
●京王線25ヶ所（仙川～笹塚間）の早期解消へ
●連立立体交差化により、ホームの拡幅、混雑緩
和、乗換の利便性向上へ

●首都高中央環状線の全線開通で渋滞損失時間の
約４割が解消 実績
●外環道の完成で東名～関越間が12分になります
●需要予測信号の導入を促進します

●商店街や町会のお祭りは「平時の避難訓練」
　縦横ナナメの人間関係づくりを支援
●地域の安全を守る消防団員の活動・装備支援
●地域の底力再生事業の継続

●施設の老朽化対策、バリアフリー化を促進
●企業・学校施設との協力体制を構築し、
　地域開放を促進 実績
●障碍者スポーツ予算は４年で10倍に 実績

●危険な狭隘道路を解消し、ＬＥＤ街路灯や防犯
カメラ設置で通学路の安全性を確保
●防災ヘルメットを都内全ての子供に無料配布
●ホームドア整備（32%）を加速
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｢若き都政の改革者｣小松ダイスケ

大胆な政策減税で
東京に活力を！

テロ・災害に強い
東京

子供達が健やかに、
逞しく育つ東京

都民の
生命と財産を守る

子育て世代の負担を
大幅軽減 都市農地を保全

パフォーマンスではなく、
堅実な都政改革を

断行！

東京を
環境最先端都市へ

健康寿命を延ばす
妊産婦や障碍者と

ご家族の
心理的・身体的負担を軽減

連続立体交差事業で
開かずの踏切解消 交通渋滞の解消

地域の絆を担う
町会・自治会・消防団
・商店街を応援

スポーツ施設
整備の促進

子供達が安心して
学校へ通える東京

※都議会自民党の政策集に
加えて、小松ダイスケ独自
の政策提言も含みます。

小松ダイスケ
想いと公約。


